
天にましますわれらの父よ  
ねがわくはみ名をあがめさせたまえ  
み国をきたらせたまえ 
みこころの天になるごとく 地にもなさせたまえ   
我らの日用の糧を今日も与えたまえ 
我らに罪をおかすものを我らがゆるすごとく 我らの罪をもゆるしたまえ  
我らをこころみにあわせず 悪より救い出

いだ

したまえ 
国とちからと栄えとは 限りなくなんじのものなればなり  アーメン 

神を仰ぎ、人に仕う
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

イースターとは？ 
 
私たちの罪のため十字架で死なれた神の子イエスさまが 3日目

に復活されたことを祝う、教会で一番古いお祭りのこと。このお
祭りをいつにするかは色々な議論があったが、今は「春分の日以
後、最初の満月の夜の次の日曜日」と定められている。 
主イエスが復活されたことにより、「罪と死が滅ぼされ」、人間

のあらゆる限界が突破された。日曜日の礼拝も復活のキリストを
体現するという意味がこめられて 
いる。 
キリスト教国ではイースター前の 

40日間を「受難節」として禁欲・ 
断食をして過ごす習慣もある。 

主 の 祈 り

 
「また、よく言っておく。もしあなたがたのうちのふたりが、どんな願い 

事についても地上で心を合わせるなら、天にいますわたしの父はそれ

をかなえて下さるであろう。」   （マタイによる福音書 第18章19節） 

年  間  聖  句
聖 学 院 大 学 

2008年 4月 №1 
 

「キング牧師暗殺から 40年」 
 

公民権運動の指導者マーティン・ルーサー・キング牧師が暗殺さ
れてから、この 4 月で丸 40 年が過ぎた。1968 年 4 月 4 日、キング牧
師は清掃労働者たちを支援するためにテネシー州のメンフィスに乗り
込んでいた。前夜には同市の教会で行われた講演会で、歴史に残る
名演説を行い、その中で、自分はいつ死ぬ（暗殺される）かわからな
いが、すでに山の頂に登り、神が約束したものを見ることができたか
ら、今は幸せであると語った。それは、あたかも自分の死を予期した
かのような演説であった。そして、その翌日の夕方、友人宅での夕食
に出かけようとして、宿泊先のモーテルのバルコニーに立っていたと
き狙撃されたのである。ほぼ即死の状態であった。 

あれから 40 年。キング牧師が語った夢は、どれほど実現されたで
あろうか。今、アメリカでは民主党の大統領候補者指名をめぐってクリ
ントン候補とオバマ候補とが激しいキャンペーン活動を展開してい
る。それは 40 年前には考えもできなかった光景である。一方は女性
であり、もう一方は黒人である。長い間ワスプと呼ばれる人たちがアメ
リカ社会をリードしてきた。その牙城の一角を切り崩したのはカトリック
信者で大統領となった J.F.ケネディであった。しかし、そのときからし
ても、今の状況には隔世の感がある。とはいえ、肝心の人種差別はど
れほど克服されたであろうか。 

今年 1 月、アセンブリー・アワーで講演して下さった早稲田大学の
J.M.バーダマン教授は、学生の質問に答えて、人種差別は完全に
はなくならないと率直に語られた。人間の心の中には、差別や偏見
や思い込みが渦巻いているのである。大事なのは、それに気づき、そ
れを見つめ、それを絶えず克服しようと努力することではなかろうか。
そして、そのためにも、キング牧師が語った、一人ひとりがその人格
のゆえに尊敬される社会の形成が不可欠なのである。 

（人文学部チャプレン 菊地  順） 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

    全学礼拝プログラム＜4月 10日～4月 11日＞ 
 4月 10日（木） 4月 11日（金） 
奨励者 

 
司会者 
奏楽者 

阿久戸光晴 先生 
（学 長） 

阿部 洋治 先生  
清水 貴子 姉 

中村 磐男 先生 
（人間福祉学部長） 

左近  豊 先生 
久下 裕子 姉 

讃美歌 
交読文 

 
聖 書 

 
 

奨励題 

539番、Ⅱ59番 
交読文 1（詩 1篇） 

 
マルコによる福音書 

第 5章 1～20節(新約 P.57) 
 

「多重人格の統一へ 
    ―新しい出発―」 

 

541番、531番 
交読文 3（詩 8篇） 

 
エペソ人への手紙 

第 2章 14～22節(新約 P.302) 
 

「神にある平和」 

全学礼拝プログラム＜4月 15日～4月 18日＞ 
 4月 15日（火） 4月 16日（水） 
奨励者 

 
司会者
奏楽者

阿部 洋治 先生 
（大学チャプレン）

柳田 洋夫 先生 
清水 貴子 姉  

讃美歌
交読文

 
聖 書

 
 

奨励題

 
543番、270番 
交読文 6（詩 23篇） 

 
ローマ人への手紙 

第 4章 17～18節(新約 P.238)
 
「希望の力」 

 

 
イースター礼拝 

奨励 菊地  順 先生 
（人文学部チャプレン） 

司会 阿部 洋治 先生 
奏楽 谷口 千穂 姉 

 
545番、148番 
交読文 7（詩 24篇） 

 
マタイによる福音書 

第 28章 1～10節(新約 P.49) 
 
「永遠なるもののよみがえり」 

 4月 17日（木） 4月 18日（金） 
奨励者

 
司会者
奏楽者

稲田 敦子 先生 
（人文学部長）

菊地  順 先生 
鈴木 亜衣 姉 

左近  豊 先生 
（人間福祉学部副チャプレン）
阿部 洋治 先生 
大井 恵子 姉 

讃美歌
交読文

 
聖 書

 
 

奨励題

545（下）番、308番 
交読文 13（詩 46篇） 
 
ヨハネによる福音書 

第 1章 1～5節(新約 P.135) 
 

「命のことばの源」  

546番、461番 
交読文 14（詩 50篇） 
 
ヨハネの第一の手紙 

第 3章 16節(新約 P.379) 
 

「ここにはまだ愛がある」  

☆☆  キャンパス祈祷会  ☆☆ 
木曜日 18 時 30 分～19 時 30 分  

於 緑聖ﾎｰﾙ C 室 
 

4 月 10 日  箴言 第 27 章  濱田 牧師 

4 月 17 日  箴言 第 28 章  濱田 牧師 

≪キャンパス祈祷会≫について 
本学では、学内にある緑聖教会と協力して毎週木曜日夜 6 時 30 分から 

7 時 30 分までキャンパス祈祷会を持っています。初めチャプレンから聖書

のメッセージを聞き、後半みんなでお祈りをしています。神さまとふれ合う

静かなひとときです。どなた 
でも御自由に御参加下さい。 

チャペルは神様に礼拝をささげる、神聖なところです。 
*  *  * 

チャペル内では静粛を保ちましょう。 
チャペルでは帽子をとりましょう。 

チャペルへの飲食物の持ち込みは禁止です。 
携帯電話の電源はお切り下さい。 

☆ お知らせ ☆   
聖学院みどり幼稚園教諭（大学

卒業生）の齋藤いずみ先生が、

日本基督教団上尾合同教会に

てイースターに洗礼を受けられ 
ました。おめでとうございます。 


